
 

 
 

支払基金統一事例 

【 投薬 】 

 

３６ 1 型糖尿病に対するグルファスト錠の投与について 

 

《令和４年１月３１日》 

 

○ 取扱い 

 

1 型糖尿病に対するグルファスト錠（一般名：ミチグリニドカルシウム水和

物）の投与は、原則として認められない。 

 

 

○ 取扱いを作成した根拠等 

 

グリニド薬の 1 つであるグルファスト錠（一般名：ミチグリニドカルシウム

水和物）の添付文書における「効能・効果」は「2 型糖尿病」であり、「禁忌」

欄に「重症ケトーシス、糖尿病性昏睡又は前昏睡、1 型糖尿病の患者」には投

与しないと記載されている。 

また、本薬剤は、膵β細胞のスルホニル尿素受容体への結合を介して、イン

スリンの分泌を速効的に促進するが、1 型糖尿病では膵β細胞の破壊が進んで

おり、インスリン分泌が枯渇状態にあるため、その投与効果は期待できない。 

以上のことから、1 型糖尿病に対するグルファスト錠（一般名：ミチグリニ

ドカルシウム水和物）の投与は、原則認められないと判断した。 
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